
  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

● 文部科学省委託の人権教育総合推進地域事業の取組の中に位置 

付けて実施した。 

● 町内在住の全埼玉県家庭教育アドバイザーと立正大学子ども教 

育福祉学科の学生を授業スタッフに迎えて実施した。 

● 「命の授業」と「ふれあい体験」の二部構成で実施した。 

● 赤ちゃんを通して、多世代にわたる多くの人々や様々な機関を結 
び付けることができ、「ふれあい体験」の内容が充実した。 

● 立正大学のゼミ学生に「ふれあい体験」を授業の場として提供し、 
中学校と大学の WIN-WIN の教育活動ができた。 

● 子育て中の保護者が、子育て中の悩みを相談できるネットワー 
クの構築の場となった。 

 

令和元年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

● お母さんの存在の大切さを改めて感じることができ、自分も母に 
対しての感謝の気持ちが強くなりました。 

● 子育ては大変だけどうれしいこともたくさんあり、毎日、幸せな 
んだなということを知りました。 

● 親はどれだけ愛情をもって赤ちゃんと接しているかを強く感じ 
取ることができました。同時に私の命もこのようにして守られてき 
たのだということがよくわかりました。 

第２学年 

生命尊重の精神を養い、人権感覚の育成を育む 

赤ちゃんふれあい体験 


